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1　 目的

　 1「「学校第 1学年理科で学習する単元 に 「植物 の

体の つ くりと働き」 があ る。 中学校学習指導要領

解説理科編 （2008）で は こ の単元 の 目標 と して 「葉，

茎，根の っ くりの 基本的な牛1徴 を見 い だす ととも

に ，それらを光合成 呼吸，蒸散に 関する実験結

果と関連付 けて とらえる こ と」の ほ かに，「葉，茎 ，

根 の 働 きを相互 に関連付けて 全体の働きと して と

らえる こ と」 とも記載 され て い る 。
こ れ より， 生

徒が各項目を断片的に学ぶ だけでなく，学び を総

合的に理解する こ とがで きる指導が必要で あると

考え られる。現状で は，植物の 働きの 総合的な理

解を図るもの と して ，主に教科書や資料集の モ デ

ル 図 が 言［職 され て い るに とどま っ て い るc

　また，大鹿ら （2006）の研究で，活動教材が生

徒 の 授業参加と学習理解に有効 な影響を与える こ

と，白分がどんな役割を果た し どんな影響を及ぼ

すの かとい う積極的な思考を行 っ て い る こ とが述

べ られ て い る
1〕。

　そ こ で本研 究では ，
モ デル 図に加えて指導の 効

果を上げるもの として ，植物の働きに着 凵した教

材開発 を行 うこ とに した。こ こ では光合成と呼吸

の 働きを取 り扱い ，葉，茎，根がそれ らの 活動に

どう関わ っ て い るかをイメ
ージして捉えられ る教

材作 り を目的と した。ま た
， 活動教材が従来の 教

材 と比較 して 多面的な利点を持つ こ とか ら，生徒

t体 の 活動によっ て学習意欲を高め興味関心 を引

き出し，植物呵動きに関す る積極的な思考を行 う

こ とを狙い として，今回開発する教材を活動教材

とし たc

2　教材の活動内容

　本教材は活動の 基本を 6人 1 グル
ープ とし，生

徒が図1 に示した 6つ の 器官 （花 ・葉緑体 ・気孔 ・

道管 ・師管 ・根）の 役割を演じる 。 植物の 「生命

維持」 と 「成長」 を活動 の 凵標 と し，これ らを達

成す るために光合成 と呼吸 の 働きを行 う。 昼間は

光合成によ りデン プ ン が生成 され，夜閙は呼吸に

よ りエ ネル ギーが生み

出され る過程 と，光合

成と呼吸における水 ・

酸素 ・二酸化炭素 ・デ

ン プ ン の や り取 りを物

質名が書かれたカー ド

を用 い て 再境す る。こ

の 活動を 10 分問行 う

こ とで ， 昼 （光合成）

と夜 （呼吸）の働きの

違い を体験で きるよ う

　　　　　　　　　　　　 図 1　各器官の役割
になっ て お り，また，

カー ドを指令に合わせ て 動かすこ とで植物 の 働き

が 可視化され ， 各器官の 働きや他器官に与える影

響を認識しRす くな っ て い る。
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3　実践

　平成 27 年 6 月に教員養成大学の 理科専攻の 学

生 （4 年生）を対象に本教材を試行 した。ただ し，

今回は 8 人 1 グル
ープ と して行 っ た 。 実施後 に質

間紙調査を実施し，本教材の有効性や教材の使川

感な どにつ い て調査を行 っ た。

4　結果と考察

　実践の 結果，植物の 体の つ く り と働き に関する

総合的理解を図る Eで ，本教材が有効で あるこ と

が確認 された。今後の 課題は時間配分や ワー
クシ

ー
トを修 rE し，教材 として の 完成度を高めて い く

こ とである。そ して中学校で本教材を用い て授業

実践を行い，本教材が総合的理解を促すため に，

学校現場にお い て も有効であるか とい う点につ い

て さらに検証 し，授業に活用 し易くな るよ うコ「夫

を してい きた い
。
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